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生駒市学研高山地区環境保全対策委員会
前回委員会(令和元年8月）以降の取組について

・定期モニタリング
学内 令和元年１１月、令和２年４月
学外 令和２年３月２４日～４月６日

全ての場所において、新たな遺伝子組換えシロイヌナズナ植物の
漏出がないことを確認した。

・上記結果を令和２年４月１３日、生駒市、文部科学省に報告

・安全教育を実施
令和２年４月

対象：遺伝子実験を行う 学生・教職員（新規・継続含 対象２０５名）
※この安全教育を受講しないと遺伝子実験従事許可を与えない。

本年も昨年に引き続き、以下の取り組みを行った。

・「遺伝子組換え植物実験に係る調査」について
令和元年９月、令和２年３月に全ての実験場所について、法令・規程・
マニュアルを遵守の上、実験を実施していることを確認した。

以上、昨年より引き続き問題がないことを報告するとともに、今後とも安全安心に取り組んでまいります。


























